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2023年

本市の都市計画道路は､計画延長約63km(27路線)であ

り､改良率は約58.2%です（令和5年3月時点）。

道路整備プログラムでは､本市整備予定の都市計画道路

(10路線)の未改良区間を評価対象としています。

平成23年3月策定時､9路線が位置づけられており､改良

率は約26.7%です（令和5年3月時点）。

道路整備プログラムでは､概ね改良済みの｢芹沢小林線｣

を除く8路線の未改良区間を評価対象とします。

(平成23年3月策定)
令和5年●月改訂

平成27年度に中間検証を実施し､さらに令和元年度から

令和2年度にかけ､平成23年策定時の道路整備プログラ

ムの評価･検証を行いました｡令和5年●月改訂以降も必

要に応じて評価･検証を予定致します。

　本道路整備プログラムは､平成23年3月の策定から10年が経過した令和2年度に評価･検証を行いました。

近の社会情勢や道路整備環境､事業の進捗状況を踏まえて本プログラムの内容について策定時との整合

性を検証した上で､市や県の上位計画等が示す今後の本市のあり方を踏まえてプログラムの改訂の必要性

について､検討しました。
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　平成23年3月に策定された道路整備プログラムについて評価･検証した結果､『社会情勢･道路整備環境の動向

に大きな変化はなく､本市を取り巻く環境との整合が図られていること』『事業の進捗状況は､策定時の目標に

概ね整合が図られていること』を確認しました。

　以下の検討項目の結果より､道路整備の計画および事業の進捗状況は､策定時と概ね整合が図られていること

を確認しました｡今後も更新された市や県の上位計画等と整合を図りつつ､この10年間実施してきた本プログラ

ムの計画を継承し､引続き､茅ヶ崎市総合計画の目標年次である令和12年度まで本プログラムに基づく道路整備

を継続的に実施していきます。
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道路事業に配分される国土交通省の補助金や交付金等については、　
減少傾向
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整備継続予定

整備継続予定

東海岸寒川線区間３(高田地区)の供用開始に伴う交通環境の変化や評価結果より､交差点改良等の部分的な整備の検討を行います。

　策定から10年経過した評価･検証の結果､ならびに社会情勢や市や県の上位計画が示す今後の茅ヶ崎市のあり方を踏まえて､一部路線の

道路整備目標を改めつつ､現道路整備プログラムを継続し､茅ヶ崎市総合計画の目標年次である令和12年度までを整備目標とし､今後の道

路整備の計画として､効率的･効果的な道路整備を引き続き実施していきます。また､本道路整備プログラムの対象事業の他に､歩行者･自

転車等の安全を確保するための歩道整備事業を継続的に実施していきます｡

県上位計画における遊水地計画(県事業)と連携する必要があるため､整備区間としての位置づけを行い､整備方針などについて必要
な検討を行います。

市民ニーズを踏まえ､沿道周辺状況等により､暫定整備などの効果的な整備手法の検討を行います｡　　　　　　　　　　　

茅ヶ崎中央通り(県道45号)から東海岸寒川線を結ぶ国道1号と平行する区間で､茅ヶ崎駅を中心とする環状道路の役

割や､災害時の市立病院への経路確保の面で整備効果がある区間です｡平成22年度より歩道の整備工事に着手してお

り､今後も用地買収･道路整備を継続し､かながわのみちづくり計画に基づき県と連携して検討･調整を進めます｡

東海岸寒川線のみずき地区から小出中央通り(県道47号)までの未整備区間で、交通の円滑化の面で整備効果がある

区間です｡市の財政状況を踏まえつつ､用地買収や沿道周辺状況に対応した暫定整備を検討します｡

鉄砲道から桜道を結ぶ区間で､交通の円滑化に面で整備効果がある区間です。

市の財政状況を踏まえつつ､幸町交差点の改良に必要な55m区間を優先した用地買収を進めます。

｢第1期整備区間｣の整備が完了した後に事業着手を検討している区間です｡周辺の土地利用の動向や｢千ノ川整備実

施計画｣に基づく河川改修事業の実施時期と調整を図ります。

整備継続予定

東海岸寒川線から香川駅を結ぶ区間で､香川小学校に近く､歩行者･自転車の安全性を向上する目的で整備を行う区

間です｡市の財政状況を踏まえつつ､用地買収･道路整備を進めます｡また､｢香川駅周辺地区まちづくり整備計画｣の

進捗に合わせて､未計画区間の事業実施を検討します｡

整備継続予定

藤沢大磯線(県道44号)から赤羽根中学校南側の信号までの区間で､歩行者･自転車の安全性を向上する目的で整備を

行う区間です｡市の財政状況を踏まえつつ､用地買収を継続し､沿道周辺状況に対応した整備を進めます｡
整備完了予定上赤1

整備継続予定
産業道路(県道46号)から萩園通りを結ぶ区間で､歩行者･自転車の安全性を向上する目的で整備を行う区間です｡

市の財政状況を踏まえつつ､用地買収を継続し､沿道周辺状況に対応した整備を進めます｡

整備継続予定
県立茅ケ崎里山公園の北側に接する区間で､里山公園や茅ヶ崎斎場へのアクセス道路として整備を行う区間です｡

市の財政状況を踏まえつつ､用地買収･道路整備を進めます｡

県の小出川遊水地事業と連携し、整備方針や県道47号との接続方法などについて検討します。 整備着手予定

県立茅ケ崎里山公園の西側に接する区間で､里山公園の外周道路､茅ヶ崎斎場へのアクセス道路として整備を行う

区間です｡市の財政状況を踏まえつつ､用地買収･道路整備を進めます｡
整備継続予定

整備着手予定自転車の代替えルートとなりうる｢中海岸寒川線区間3｣､｢新国道線区間4｣の整備が予定されている中で、安全性

の確保が優先される整備手法や事業の早期着手に向けた調査を検討します｡

市の財政状況を踏まえつつ､歩道幅員が確保されていない区間の歩行者等の安全確保のため､歩道整備を進めます｡

市の財政状況を踏まえつつ､歩道幅員が確保されていない区間の歩行者等の安全確保のため､歩道整備を進めます｡

市の財政状況を踏まえつつ､歩道幅員が確保されていない区間の歩行者等の安全確保のため､歩道整備を検討します｡

市の財政状況を踏まえつつ､歩道幅員が確保されていない区間の歩行者等の安全確保のため､歩道整備を検討します｡

整備完了・継続

もしくは着手予定
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